
─ 4 ─

氏　名（本籍）	 鈴　木　　　純	（東京都）

学 位 の 種 類	 博士（教育学）

学 位 記 番 号	 甲第133号

学位授与年月日	 令和6年3月15日

学位授与の要件	 文部科学省令学位規則第４条第1項該当

学位論文題目	 日常事象を取り入れた算数科の授業開発と実践

	 ―『尋常小学算術』に着目して―

審　　査　　員　　主査　	日本体育大学　教授　	稲　田　結　美

　　　　　　　　　副査　	日本体育大学　助教　	村　田　翔　吾

　　　　　　　　　副査　	日本体育大学　教授　	近　藤　智　靖

　　　　　　　　　副査　	　　　　学外審査員　	小　松　孝太郎

《論文審査結果の要旨》

　本研究は、昭和初期の教科書『尋常小学算術』を分析し、その特徴に基づき、現代において児童が事

象を数理的に捉えられる授業を開発、実践、評価している。論文の概要は次のとおりである。

　算数は中学校以降の学校数学の土台であり、入門となる教科である。しかしながら、日本の小学生の

算数に関する知識や技能といった認知能力は高いが、算数や数学への興味・関心、必要感は低いといわ

れている。本研究では、この問題を解決するための端緒として、児童が算数を日常生活に役立てること、

特に児童が事象を数理的に捉えられるようにすることに焦点を当てた。具体的には、算数を日常生活に

役立てることができるようにするために、児童が現実性、真実性のある、十分に定式化されていない日

常事象を数理的に捉えられるような授業開発を行い、その効果を明らかにすることに焦点化して研究を

進めた。

　児童が、算数の有用性や必要性を感じられるようにするには、算数で学習した知識・技能を日常事象

で活用できる体験をすることが必要である。この体験が日々の生活や将来の人生において生じる問題解

決のための模擬体験になるからである。模擬体験となるような授業を設計するには、現実性、真実性の

ある日常事象を題材にすることが重要である。そこで、注目したのが昭和10（1935）年に出版された『尋

常小学算術』という国定教科書である。『尋常小学算術』は、それまでの計算中心の注入主義の算術教育

を廃し、「児童の数理思想を開発し、日常生活を数理的に正しくするように指導する」という方針のもと

に編纂された。

　そこで、本研究では、児童が事象を数理的に捉えられるように『尋常小学算術』に着目することで日

常事象を取り入れた算数科の授業を開発し、その効果を明らかにすることを目的とした。この目的の達

成のために研究課題を2つ設定した。

　研究課題1：『尋常小学算術』に着目して授業開発の視点を設定すること。
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　研究課題2：設定した視点に基づいて授業を開発して実践すること。

　研究課題1の研究方法としては、第1～ 2章において文献解釈による理論的考察を行った。塩野（1970）、

高木（1973、1980）らの研究から、江戸後期から『尋常小学算術』出版までの数学教育史をまとめ、『尋常

小学算術』が日常事象から数理を見出す題材を扱い、既習事項や生活体験をもとにしながら、高度な数

学につながる内容を含んでいることを明らかにして、『尋常小学算術』に着目して授業開発の視点を設定

することの意義を見出した。そのうえで、授業開発の大局的視点として次の2つを設定した。

　（1）	十分に定式化されていない日常事象に基づいた題材を用いること。

　（2）	既有の算数知識・技能を複合的に活用する機会を設けること。

　授業開発の視点が設定されたことにより、研究課題1は解決したと判断した。

　研究課題2の研究方法としては、第3～ 4章において授業の実施と分析による実践的考察を行った。

　第3章では、授業開発の大局的視点を踏まえて2つの局所的視点を設定して、第1学年の加法減法のま

とめの単元で場面からの立式を促進するための授業の開発と実践を行った。その局所的視点は次の2点で

ある。

　（1）	場面からの立式促進をするため、児童にとって身近な遊びや学校生活を題材に使うこと。

　（2）		児童が自分自身で日常事象に関する問題を作成して、作成した問題を比較検討する機会を与える

こと。

　『尋常小学算術』の第一学年下の児童用に掲載された「かくれんぼ」問題の改題を題材として扱うこと

から始め、事象の読み取りと立式、立式からの状況の読み取りを通して、教室全体としての児童の活動

を質的に分析した結果、2つの局所的視点をもとに設定した学習目標がいずれも達成されたことを結論付

けた。

　第4章では、授業開発の大局的視点を踏まえて2つの局所的視点を設定して、第6学年の速さの単元で

平均の速さに関する児童の理解を促進するための授業の開発と実践を行った。その局所的視点は次の2点

である。

　（1）	不安定な瞬間速度を理想化して平均速度で考える意味を理解するために日常事象を題材に使うこと。

　（2）	動きを可視化して平均化する過程を理解するために折れ線グラフを使うこと。

　教室全体としての児童の活動を質的に分析した結果、2つの局所的視点をもとに作成した学習目標がい

ずれも達成されたことを結論付けた。

　以上の2つの実践を総括して、開発した授業には一定の効果が認められることから、研究課題2である

設定した視点に基づいて授業を開発して実践することについて達成されたといえる。そして、研究課題1、

研究課題2の解決をもって、研究目的は達成された。

　本研究の意義は、第一に、研究課題1の『尋常小学算術』に着目して授業開発の視点を文献解釈の理論

的考察によって設定することができた点である。第二に、設定した視点に基づいて、学習目標（場面から

の立式、平均の速さの意味理解）を達成するための授業を開発したことである。
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　なお、本論文の内容および最終（口述）試験での質疑応答を踏まえ、本研究は学術的に価値のある課題

を見いだし、その課題を学術的に追究していることから、本論文の著者は問題を見いだす能力や研究を

論理的に展開する能力を獲得していると判断できた。

　以上、審査の結果、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があるものと認めら

れた。

《最終試験結果》

合格  ・  不合格

令和 6 年 1 月 20 日


